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資料紹介｜Book information
本書は 2010 年に出版されたフィデル ･ カストロ初







りの 25 章でキューバ革命勝利の前年である 1958 年
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過程（第 3 章），1930 年代のペル ・ーアプラ党（第 7 章），
などが扱われる。
1930 年のマリアテギの死後，社会党はコミンテルン
の指導のもと，極左的な共産党へと改編され，影響力
を弱めていった。他方，メキシコ革命に範をとったア
プラ党は，一時は勢力伸張に成功したが，実際に政権
につくのは結成以来 54 年後となった。
（米村明夫）
新泉社　2012年　219+ixページ
小倉英敬 著
『マリアテギとアヤ・デ・ラ・トーレ　
1920 年代ペルー社会思想史試論』
本書は，2008 年から開始された「中東欧とラテン
アメリカのいまを比較する」プロジェクトおよび文
部省科学研究費による「ラテンアメリカと中東欧の
政治変動比較―民主主義の定着過程の比較動態分析」
プロジェクトの成果の一環である。序章と終章以外
の論稿は，研究会での報告を基にしつつ，そこでの
議論や新たに浮かび上がった視点を踏まえながら執
筆されたものである。本書の構成は次の通りである。
第 1 部の「自由主義思考経済学の伝播」では，ロ
シア（外国人アドバイザー）とチリ（シカゴ・ボーイズ）
の各事例をもとに，ネオリベラリズムの考え方が伝
播した経路が分析される。第 2 部「政治過程に対す
るネオリベラリズムの影響」では，エストニアやスロ
ヴァキアの事例や両地域内での比較分析から，ネオ
リベラリズムのもとでの政治社会や政党政治，または
国民の政治志向の変化などについて論じられる。そ
して第 3 部の「ネオリベラル的経済運営の実態」では，
BRICS に含まれるロシアとブラジルを対象に，「ネオ
リベラリズム」が政策としていかに具現化し，いか
なるインパクトをもたらすのかが論究されている。
こうした議論を通して，本書では「ネオリベラリ
ズムの実践」の側面に焦点を合わせ，その「波及」
過程や政策実施に際した政治プロセスの共通性や相
違性，また，こうした「実践」が具体的に何をもた
らしたのかの解明が試みられている。ただ「はしがき」
にも示唆され，このプロジェクトに参加した評者と
しても悔やまれる点は，両地域を横断した地域間比
較分析の論稿等がなかったことである。むろん，各
地域の歴史的コンテクストの拘束性や各国のユニッ
トとしての同質性など，クリアしなければならない問
題は多いが（これは地域内比較でも同じ），量的 ･ 質
的問わずさまざまな分析手法を駆使しうる現在，そ
うした比較分析が行われる価値は大いにあるだろう。
評者個人的にも，こうした試みには今後是非挑戦し
てみたいと思っている。 （上谷直克）
京都大学学術出版会　2013年3月　
358+ⅶページ
村上勇介･仙石学 編著
『ネオリベラリズムの実践現場
―中東欧 ･ ロシアとラテンアメリカ』
